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合
併
20
周
年
を
記
念
し
た
事

業
な
ど
は
あ
り
ま
す
か

　

６
つ
の
市
町
村
が
合
併
し
、
今
年
10

月
で
20
年
が
た
ち
ま
す
。
節
目
を
記
念

し
た
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
様
々

な
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す

　

鶴
岡
市
市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
、

６
地
域
の
特
性
や
地
域
資
源
を
生
か
し

た
様
々
な
事
業
を
行
い
ま
す
。
各
地
域

が
誇
る
歴
史
、
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、

将
来
に
向
け
て
新
た
な
可
能
性
を
開
拓

し
て
い
き
ま
す
。

▼『
鶴
岡
市
史 

現
代
編
（
上
巻
）』
発
刊

　

市
史
編
さ
ん
事
業
と
し
て
、
昭
和
20

年
か
ら
昭
和
48
年
ま
で
の
鶴
岡
市
の
歩

み
や
郷
土
の
歴
史
を
ま
と
め
、
来
年
１

月
に
発
刊
予
定
で
す
。

▼
つ
る
お
か
ふ
う
ど
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ

QＡ

ァ
ー
）
を
会
場
に
、
様
々
な
体
験
や
学

び
、
販
売
を
組
み
合
わ
せ
た
全
７
回
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
２

回
で
は
、
６
月
15
日
○日
に
く
し
び
き
フ

ル
ー
ツ
の
食
べ
比
べ
を
行
い
ま
す
。

▼
20
周
年
記
念
市
民
花
火
の
打
ち
上
げ

　

ま
つ
り
振
興
事
業
と
し
て
、
赤
川
花

火
大
会
で
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す

る
ほ
か
、
旧
4
町
1
村
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
（
藤
島
・
羽
黒
地
域
は
実
施
済
み
）。

▼
市
制
施
行
20
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　

鶴
岡
を
表
現
し
た
「
折
り
鶴
」
を
基

本
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。
こ

の
ロ
ゴ
は
、
市
制
施

行
20
周
年
の
周
知
に

活
用
し
ま
す
。

●�

20
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
ご
活

用
く
だ
さ
い

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
無
料
で
自
由
に
使

用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
等
に
使

用
す
る
場
合
は
使
用
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た

商
品
等
は
、
市
HP
で
紹
介
し
ま
す
。
ロ

ゴ
マ
ー
ク
や
使
用
申
請
書
は

市
HP
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
記
念
事
業
は

市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
本
所
総
務
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

　

▶鳥海山おもしろ自然塾
▷新緑の高瀬峡ハイキングと打ちたてそば昼食
■■日６月15日○日 午前８時30分～午後１時　■■定先着
15人　■■内高瀬峡の自然を観察しながらハイキン
グ、金俣の打ち立てそばを食べる　■■費2,700円　　
▷電動糸のこ教室　■■日６月15日○日 午前９時　■■内
電動糸のこを使った木工体験　　■■定先着７人　■■費
1,000円　　■■他小学３年生以下保護者同伴。希望者
に金俣そばを販売（要予約）
▷共通　■■申６月10日○火 まで
▶初夏の共存の森散策体験
■■日６月18日○水 午前９時　■■定先着10人　■■申６月13
日○金 まで　■■他希望者に金俣そばを販売（要予約）
▶共通
■■場・■■申同館☎0234‐72‐2069

●酒田市

ゆるり清川さんぽ
～歴史と自然をたどる初夏の旅～●庄内町

しらい自然館のイベント●遊佐町

■■日６月14日○土 午前９時～午後１時　■■場清川関所　
■■定20人　■■費2,500円　■■申庄内町観光協会☎0234
‐42‐2922

花の能　羽州庄内松山城薪能 

■■日６６月14日○土 午後５時30分　■■場松山歴史公園　■■内
能「竹生島」、狂言「鬼清水」　■■費前売り券2,500
円（当日は200円増し）　■■問松山城址館☎0234‐61
‐4885または酒田市松山総合支所☎0234‐62‐26
11へ　■■他雨天時は松山農村環境改善センター

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ


